




























































Thinking of Possibility about the Educational Effect of KAMISHIBAI, Part 2


















































































































































































 こうした環境下において、第 1 回は 2015 年 4 月に小学校と幼稚園の教職員による合同研
修会を実施した。その後、小学校においては第 2 回から第 7 回まで計 6 回の紙芝居講座を
行った。最初の 4 回で紙芝居を観る、紙芝居を演じる、紙芝居を創るといった活動を行い、
5 回目と 6 回目で自作の紙芝居を演じるという活動を行った。 
また、併設の幼稚園においては 3 回の紙芝居実演会を行い、紙芝居の楽しさを伝えた上
で、講座外の時間に親子による 1 枚紙芝居や 4 枚紙芝居の創作活動を行ってもらった。そ
の後、2016 年 3 月の誕生会において小学生と合同で自作した紙芝居作品の発表会を行った。 
 
 
 多見小学校 6 年生児童が自作した紙芝居を演じる様子 
 
 
図２ 志多見小学校 6 年生児童が自作した紙芝居を幼稚園児およびその保護者の前で実演
する様子 
 
２． ．２ アンケート調査 
全 6 回の講座実施後に、志多見小学校 6 年生児童を対象にアンケート調査を実施し、33
名の有効回答を得た。アンケートの質問項目を表 2 に示す。質問内容は 4 つのカテゴリに
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図１ 志多見小学校 6 年生児童が自作した紙芝居を演じる様子 
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本研究は、2015 年に開催された「第 20 回紙芝
居サミット」、および 2016 年に開催された「第
21 回紙芝居サミット」で発表された、紙芝居と
教育における可能性に関する一連の調査研究をま
とめたものである。「幼小連携による紙芝居創作
と実演プログラムの実践」「小学校教諭と幼稚園
主任教諭との座談会」などから明らかになった紙
芝居による教育効果は、紙芝居の特性である演
じ手と観客の「共感の世界」はもちろんのこと、
「三面舞台を使い、ぬきさしができ、作品世界が
飛び出してひろがる」「画面が１枚１枚ばらばら
であること」「画面の表が絵で裏が文字であるこ
と」などの特性が全て影響し、教育効果につなが
っているものであると考えられる。
志多見小学校で実践された紙芝居創作と実演プ
ログラムにより、小学生児童や園児たちには多く
の教育的効果が認められた。小学６年生の児童が、
低学年児童や幼稚園児、その保護者たちを前にし
て自作の紙芝居を演じている姿は誇らしく、嬉し
く、自信に満ちていたように思われる。また、幼
稚園児の「自分たちもやってみたい」という気持
ちを小学生が受け入れて、優しく教えてあげると
いう行動につながったのは、他者理解や他者との
コミュニケーションが自発的にできるように成長
したからとも受け取れる。
清水（2007）は、「２～３歳の時期を対象とす
る紙芝居の分野では、家庭教育における『乳幼児
期の自助力の育み』に焦点を絞って作成を考えて
もいいのではないだろうか」とし、乳幼児向けの
家庭教育教材としての可能性を述べている。今後
は幼小に留まらず、保幼小連携の中での紙芝居導
入し、紙芝居講座プログラムを実践してみること
や、地域の親子を対象に活動を展開することなど
も効果的であると思われる。小学校、幼稚園、保
育園、それぞれの中での紙芝居講座プログラムを
考案し、実践することで、さらなる教育的効果の
検討を行っていきたい。
今回の研究で明らかになった小学生による紙芝
居創作の教育的効果や、幼稚園における親子紙芝
居の創作における教育的効果については、さらな
る実践を重ね、どのような作品が創作され、それ
が児童や親子にどのような影響を与えたのか、よ
り詳細に検討する必要があると思われる。また、
紙芝居の教育的効果は、実演するだけで十分なの
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か、それとも今回のような創作プログラムを組み
込むことでより高められるのかについても調査が
必要である。
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